
教育委員会事務局

文化財・生涯学習課

1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

○生涯学習審議会「新しい時代にふさわしい長野県の生涯学習振興のあり方」の答申を受けて、県内の生涯学習・社会教育行政の振

興の現状を、現場視察や実践者からの取組状況を聴取・検証する。

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

―

１回

合計 292 218 183

316 292 183

合計（A) 343 183

25年度25年度25年度25年度 26年度

２回 ２回 達成

―― ― ―

0回

成果目標の達成状況

項目

合同会議開催回数

社会教育委員会議

開催回数

事業番号 15 07 02 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 社会教育委員費・生涯学習審議会費社会教育委員費・生涯学習審議会費社会教育委員費・生涯学習審議会費社会教育委員費・生涯学習審議会費
担

当

課

部局

◆学びの成果が生きる生涯学習の振興 実施期間 S24 ～

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（法令等義務）

県民との協働による実施： 検討中

【左記の説明、根拠法令等】

・社会教育法

・生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に関する法律

課・室

総合５か年

計画
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施策の総合的展開

７－３　生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

　今まで別々に実施してきた社会教育委員会議・生涯学習審議会を効率的に開催し、多角的な視点から、これからの社会教育・生涯学習

のあり方を検討するとともに、県事業の評価・検証もあわせて実施する。

平成21年10月に示された「新しい公共」の考えに基づき、社会教育行政はこれまでより諸機関との連携協働が進み、生涯学習行政が包括

する範囲と接点が増してきた。社会教育委員会議、生涯学習審議会では、重複する審議課題が増えている。

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

社会教育委員会議

生涯学習審議会

直接

５月開催

 【議題】

  ・平成25年度社会教育・生涯学習に関する事業説明

  ・長野県教育振興基本計画（第１次）における事業の検証

  ・社会教育振興事業補助金の審査

  ・生涯学習・社会教育の今後の５か年の行動指針作成

  ・社会教育実践者の事例発表

10月開催

 【議題】

  ・生涯学習に係る現地視察

  ・平成26年度の社会教育・生涯学習の事業計画説明

　・生涯学習・社会教育の今後の５か年の行動指針の決定

  ・第３次子ども読書推進計画への意見聴取

292 218 183

当初予算 343

補正予算

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの

財源

316 292

概　算

人件費

0.50 0.50 0.50 0.50

4,129

224 262 218

4,129

343 316 292 183

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

平成26年度は生涯学習審議会に係る案件がないため社会教育委員会議を単独で開催する。

目標に対

する成果

の状況

両会議の委員を兼任とするなどの効率化に努め、生涯学習審議会、社会教育委員会議の合同会議を２回開催した。

 概算事業費（B（A）+C） 4,353 4,391 4,347 4,312

4,129 4,129
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前年度繰越


